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１．概 要 

本研究では、近年行われているマイクロ流体デバイ

ス上で DNAナノ構造体をサイズ分離する際のデバイ

ス構造と分離プロスセス条件の最適化に適用できる

シミュレーション構築に取り組んでいる。しかし、本

シミュレーションの構築において重要なパラメータ

である DNAナノ構造体の電気泳動モビリティーに関

する実験結果は報告されていない。そこで、DNA ナ

ノ構造体の電気泳動モビリーティーを測定するため

のマイクロ流体デバイスの作製に取り組んでいる。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 高速マスクレス露光装置、ドライエッチング装置  

【実験方法】 

（１）構造と原理 

 

本マイクロ流体デバイスは T-injectorと呼ばれる部

分と異なる幅を持つマイクロ流路で構成されている。

T-injector を用いることで、電気泳動されるサンプル

容量の正確な制御が可能になる。T-injector から電気

泳動部に運ばれたサンプルは、マイクロ流路で電気泳

動される。マイクロ流路の終点に到着するまでの時間

を測定することで、DNA ナノ構造体の電気泳動モビ

リーティが測定できる。このため、チャネルに沿って

光学顕微鏡で移動距離を観測するための目盛りとし

て、数字や正方形パターンを形成した。 

 

（２）作製プロセス 

本デバイスはエポキシ樹脂の厚膜最レジスト SU-8 を

モールドとして用いて、PDMSのソフトリソフラフィ

を行いて作製する。SU-8 のパターニングにはデジタ

ル・マスクレス・リソグラフィ(DMD)を用いた。設計

通りのパターニングを行うために、プリベーク時間、

ポストベーク時間、 露光量、露光焦点などのプロセ

スパラメータ適切化した。  

（３）作製条件  

シリコンウェハの脱水ベーク(110 ℃、５分) ⇒ 

SU-8 3000のスピンコーティング (10 m) ⇒ プリベ

ーク(95 ℃、12分) ⇒ DMD露光(40000 mJ/cm2、焦

点距離：0) ⇒ ポストベーク(100 ℃、5 分) ⇒ 現像

(PM Thinner 3分, IPA, N2 blow) ⇒ PDMSソフトリ

ソグラフィ ⇒ O2プラズマで活性化による PDMS と

カバーグラスのボンディング 

 

３．結果と考察（Results and Discussion）： 

設計寸法通りのデバイスが作製できた(Figs. 1,2)。

今後このデバイスを用いて DNA ナノ構造体の電気泳

動モビリーティ測定実験をする予定である。 

 

Fig.1 Scales in channel.  Fig.2 Fabricated device.  
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